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Applying the specimens of emulsified fat, prepared in our laboratory, which is 
administrable intravenously and consists chie丑yof neutral fat, the author has made 
a perfusion experiment of the excised liver through the portal vein. 
In order to study the hepatic fat metabolism, both circulating fluid and organ 
were examined for the quantity of total fatty acid, lipoids and ketones (de.termin-
ation, by HASHINO) as well as the levels of lipase. 

The test animals used were mostly cats. In the五rstplace, experiments were 
carried out with the open system circulator, and the results were compared with 
those reported by NAKATA on his perfusion experiments of the lung. 
In the next place, a long time perfusion (two hours) was executed with 0HA-
SHI' s closed system circulator to study the detailed process of fat metabolism in 

the liver. 
As for the circulating fluid, LOCKE’s solution was used for the former experi-
ment, whereas defibrinated blood as diluted with RINGER' s solution (I : 3) was 
used for the latter. 
According to the varieties of material added to these basic fluids, there were 
6 kinds of the 丑uid used ; namely, I) basic丑uidplus fat emulsion, 2) basic 
丑uidplus fat emulsion and methionine, vitamine B12, 3) basic fluid plus fat 
emulsion and vitamine B2, and three corresponding丑uidswithout fat emulsion 
(control fluids). 

Perfusion experiment with these 6 kinds of自uidfurnished the following results : 
(I) The. fat globules in the circulating自uidwere phagocytized by the KUPF-
FER’s cells, in which they changed into lipoids under the e任ect of lipase. A part 
of lipoids thus produced was liberated in the circulating fluid, but the major part 
passed on to the parenchymatous cells of the liver to be oxidized down to the 
level of ketone bodies. 

It appears that the fat emulsion infused intravenously to the living animal 
may undergo lipoidization through the same primary process as seen above and 
mostly enters the hepatic parenchymatous cells together with other portion of 
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infused fat lipoidized in the pulmonary alveolar phagocytes and reticuloendothelial 

cells of the spleen, to be decomposed, after all, into ketone bodies which release 

themselves into blood again. 

(2) The methionine and vitamine B12 would exceedingly accelerate the phagoc-

ytization and lipoidization by / in the KUPFFER’s cells, hence facilitate and 
quicken the oxydation and decomposition of fat into ketones. They worked upon 

the fore-step of fat metabolism. 

( 3) The riboflavin seems to be an indispensable agent in the after-step of fat 

metabolism. 

( 4) That the liv巴ris far less active biochemically in primary disposition of fat 

than the lung was established by comparing the results of this experiment with 

those of NAKATA' s irrigation experiment on the lung. 

It appears that the lung, with its strong disposition ability, takes, fixes and digests 

as much fat as possible so as to relieve the liver of the burden of fat disposition, for 

the liver is responsible not only for fat metabolism, but for the entire functions of 

the body. The essential role of the liver in fat metabolism is to operate on the secon-

dary stage of fat disposition-the oxydation and decomposition into ketone bodjes 

of (fatty acids) and lipoids entering the hepatic parenchymatous cells. 

The author, with his experimental method, thus presented an evidence that oJr 

fat em :1lsion can be utilized as far as to the extent of ketone bodies. 

緒

肝臓は中性脂肪のみならず隣開質をも含有し，而も

これらの脂肪酸が著しく不飽和である点から，肝臓が

飽和脂肪酸の不飽和化の有力な場所とされ3 従って脂

質＇~・ェネ Jレギー源として利用される時は勿論，それが

貯蔵される際にも，脂肪組織からの動員脂質，食物と

Lて摂照，吸収された間貸し 1lj11何に拘らず必ずその大

部分が肝臓を経ねばならぬものとされ，今日肝臓が脂

質代謝の上に於ても重要な地位を占めることは広く認

められているところである．

競って肝臓の脂質代謝機能に関しては従来幾多の研

究成績が報告されており， I比二1906年 Embdenは多

ii；山間f;',,, j脂肪酸をはてする劉出肝臓の濯流突験の結

果，何れの脂肪酸も常にアセト酷酸の段階迄分解され

ることを閉らかにしt~. 而してその後行われた Quast­

巴I,Leloir, '.lfonoz等の突験成績にしても， 実験方法

こそ奥るが， {"J：！ しも実験材料としては専ら脂肪酸を使

用し，中性脂肪を使用し考究したものではない．併し

乍ら今日に於ては，脂質の吸収機l亨に関する従iこιつ［鮮

明；：t全〈書き改められつ Lあるもので，即ち脂質は小

腸でリパーゼの作用で加水分解され，脂肪酸とそノー

及びヂーグリセライドを生じこの脂肪駿，モノー及び

ヂーグリセライドが胆汁酸と協力して，加水分解され

ない残余の脂質を容易に而も細かく乳化し，斯くして

微細に乳イじされた脂質は更に加水分解されることなく

そのま L腸粘膜から吸収され，胸管を経て血行中に入

り得て，他方加水分解の結果生じた脂肪酸のー部は腸

粘膜から門脈を経て肝臓に去るものであるという

Partition theoryが正当化されるに至った．而も食物

として熊取された脂質の僅か九稗度が加水分解されて

吸収されるに過ぎJ，大部分の脂質は加水分解される

ことなく，乳化されたま L胸管を経て血行中に入るこ

とが一般に信ぜ、られているのである．従ってこの様に

して加水分~草されることなく吸収された脂質は肺臓を

経て，結局は肝臓に流入し得るであろうことは当然考

えられるところであって，また従って肝臓が果して

Embdenの行った脂肪酸を以てした実験成績と同様に

中性脂肪をも良く処理し得るかどうかという点は当然

再検討きれなけれ：まならない．

我々はこ Lに教室創製の指肪乳剤を使用して，この

聞の問題を生化学的立場か
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脂肪を直後静脈内へ注入して，非経口的栄旋補給の目

的を果たそうとする意図が，来して諒：義あるかどうか

を実験に匡したのて、ある．

実験材料地に実験方法

I実験材料
1. 脂肪手L剤 I

教室日笠講師の創製した 2μ 以下の脂肪球からなる

肝油乳剤誌に胡麻油乳剤jを使用したが，その脂質成分

の約85.5%（土中性脂肪である．

2. 実験動物

肉食動物である成熟1誌を専ら使用し，比較対照の意

味で，必要に応じて草食動物である家兎をも使用し

た而して試獣は常に予め一定食餌で 1週間以上飼育

し， 24時間絶食せしめた後実験に供した．

3. 濯洗液

肝臓の脂質代謝自機能を検索するに当つては，他臓穏

からの影響を出来る丈排除して，肝臓自身のそれを知

る目的で劉出肝臓溢流実験法を施行した．濯流液とし

ては，開放式潅流実験に於ては専らロック氏液を使用

lη 閉鎖式潅流実験に於ては大島の例にならい，脱線

維血液にリングlレ氏液を添加したものを使用した．即

ちこれが4吏用に際しでは血球自身の作用をも期待し得

ると同時に，実験中溢流液中に於て起り得べき pHの

変動に対しても可成りの緩衝能を期待し得ると考えた

からである．なおこの際使用したリングJレ氏液は，

1.3g/dl CaCb + H20・・・lOOcc, 1.lg/dlKCl・・・lOOcc, 

1.32g/dl NaHCOr lOOcc, 0.89g/d!NaCI…4700cc 
の組成のものである．

脱線維血液を以ての閉鎖犬濯流実験に際しては前記

9ングJレ氏液 50ccを予め入れた受血コJレペン中へ，

試獣の頚動脈，あるいは股動脈から放血せしめた血液

を事長原，約25分間に豆り充分脱線維操作を施行した後

これをガーセ唱で溢過し，更にその漉液をリングJレ氏液

を以て，採取した血液量に対しf、；3f音量になる様に稀

釈し，要にのぞんーでこの 150ccに30%脂肪乳剤を目的

とする量だけ添加して繕流した．

E実験方法

1. 肝臓別出手抜

試獣を無麻酔のもとに放血，致死せしめた後速やか

に開胸腹し，肝臓に出入する血管は胸部下空静脈，門

~を除いて全てこれを結紫，同時に総輸胆管主立に腹部

下空静脈をも結殺した後，胸部下空静脈を切開，叉門

脈内へはカェーーレを桶入，これを回定．斯〈て門nm
内へ挿入したカニーーレ中の気泡を完全に除去した後

リングJレ氏液約300ccを以て徐々に肝臓内に残存する

血液を可及的完全：三駆逐すると，肝臓は全て一様に淡

縞色状を呈するようになるが，もしとの際班点状の暗

赤褐色の色調合格びTこ部分が認められたならば，既に

肝臓内残留血液が凝固し，ために生理的血行状態が一

部阻害されているものと考え，斯る肝臓際守二は凡て破

棄しすこ．斯くて後胸部下空間｝脈内へも門脈同様にカニ

ューレを婦人した上，肝臓表面を損傷せぬ様に充分注

意し乍ら，肝臓全体を一括別出した．

2. 滋流装置土立にその使用法

易日出臓認の濯流方法は（i）開放式と（ii)閉鎖式の2法

に大別し得る．前者はマリオツ干氏瓶中に貯えられた

首長流液で落差を利用し，唯1回，あるいは数回に豆り

当該臓器を瀧流し得るに過ぎない．従って本法は数果

の迅速にあらわれる様な薬物学的検査等には便利でら

るが，我々の様に長時間に亘って当該臓器の物質代謝

等を考究する目的には勢い後者によらなければならな

し、．

A）開放式潅流法

前記の如く木法が当該臓穏の物質代謝等の研究には

不適当な方法にも拘らす二敢て本法を採用した所以は

さきに教室の仲田が行った開放式別出肺臓濯流実験成

績と比絞検討しようと考えたからであって，本法を施

行するに当つては常に濯流液圧を lOcm1.1<.柱内外とし

溢流液を毎3分 lOOcc位の速度で、濯流した．而もこの

際は仲田の笑験に一致せしめる為，専ら肝油手L剤を使

用した．

B）閉鎖式潅流注

本学松尾内科大憶の考案による刻出肝臓溢流装置に

や L改良を加えたものを使用した．即ち38°Cの恒温

槽中に収められた主液溜中の湛流液を第 lポンプによ

り駿上げ，これを門脈を経て，別出肝臓へ送り，肝臓

からの流出？伎は陰庄作用により胸部下空静脈を経て，

受液瓶内へ注入．斯くして濯疏4夜l主更に第2ポンプに

より人工肺臓（硝子円筒中に多数。硝子球を挿入し，

而もその下端から酸素ガスを絶えず送入する稼に設計

されている）の上端から滴下する聞に完公｛ニ Arteria-

lisationを受（ナ，更に人工肺臓下端から流出し，恒温

槽中の長い経路を有する硝子i凶管を経て，再び自1j記主

液溜に庚るようになっていて，この間に潅流液は 38°C

に加温されるのである．従って斯る操作を持続a的に行
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えば，易リ出肝臓は数時間に亘りその機能を｛呆ち得るの

である（第1図参照）．

第 1図別HI肝臓潅流弘Ii：·~連絡附

似たh液 if;'/
（ロ！日lj~11肝臓

例交流瓶

同人工肺臓 （「：険法wll'd＇舌栓
同有骨子 ！日I :;•;: 1l1?iiーポ＇／ 7・
（へ）潅流圧調印活栓 αI）~~＞ニポ.， 7 • 

3. 総脂肪殴定盆訟

Van de Kammer A法を採用．叉臓器総脂肪酸霊の

定註：こ当つては Bloorの方法に準じて， 当該臓器の

含有脂質を抽出したものについてその含有総脂肪酸量

を~i鼓した．

4. 脂肪分解酵素値定量法

児玉径三教震の方法を採用．慈賞には Triacetinを

指示薬には50%エタノ－）レに.2%の剖合に溶解せしめ

た Thymolblat』溶液を使用した．又燐酸緩衝液のpH

を，酵素原液として潅流液を使用した際には7.7に，

臓器抽出液を使用した際には7.0とした，

5. リポイ F燐定霊法

被検波（ 3倍稀釈脱線維血液は血清）を Bloor氏被

で溶解，酸化L，モリプデン駿アンモ＝ウム液及びア

ミ ノナブトー Jレス 1レプオン酸液で呈色ぜしめて2 光~

比色計でーその被検液の透過半を求めた.臓器内リポイ

v是の測定に当つては， 当該臓器の－i.Ef置を採り F
Fawaz-Lieb』Zacherlの方法に準じて，まず可溶性燐を

充分に抽出除去した残j企に就て前記測定法を行った．

（註：本論女中リポイ下、と記したのは所謂レチテイ

ン値をいう．）

開放式劇出肝臓，華涜実験結果

さきに教室麻田は教室創製のn¥'IR方乳剤を家兎，マウ

A，杭省の生体育1t!l*内へ注入すると，肺臓のffr諸姉胞

l食細胞， 肝星細胞3 牌肢の網状織細胞，泌隙 Spleno-

zyt巴11及び静脈洞内皮細胞か位入脂肪球を著明に摂取

し，それら細胞内で中性脂肪を漸次リポイ F体に変じ

た後再び血中に放出するが，斯る 1次此処理を受ける

ことによって初めて注入脂質は肝実質細胞内へも入り

得て，更には2次的変化，即ちケトンft：への酸化分解

過程も順調に行われ得るに三さることを明らかにすると

共に，斯る処理過程が脂質の経口摂以時と ana!ogisch

であることを形態学的に立証したのである”その後更

に仲田は麻田のいう如し肺臓はよく中性脂肪球を摂

取し，丙もこれを速やかにリポイ，...化する機能を有す

る事実を生化学的に立証した．

我々は更に斯る教室先人の研究成績にかんがみ，中

性脂肪が脂肪乳剤の形で直J安門脈内に注入された際で

ふ肝臓がよく注入脂肪球の処理を行い得るものかど

うかを別出肝臓濯流実験淡により生化学的に検討する

と共に，麻田が前記形態学的検索によって，肺臓が肝

臓牌臓に絞ベ℃，より一層強力な脂質処理能力を有す

ることを明らかにしているので，我々も亦斯る関係を

検討したが，前記物質代謝の研究には不引合と思われ

る開放式劉出肝臓濯流実験を敢て行い，併せて仲田の

行った開放式別出肺臓濯流実験時の成績と比較検討し

たのである．

I猫に於ける実験成績

l. 易j出肝臓権流時の脂質固定作用

猫の別問肝臓を潅流装置に装着した後，なお残存し

た血液三完全に駆逐する目的でまずロック氏液 lOOcc

で濯流し，然る後総脂肪酸査を 0.3g/dlになる様に予

め調製した肝油手凶肋日ロック氏液で別！日肝臓の滋流実

験を行い，潅流開始後 3,6, 12, 18, 24, 30分と逐1時

的に排出液（胸部上空前t脈からの流出液）を採収し，

排出液中の総脂肪酸量を測定しf二・ X臓器総脂肪酸量

の測定に際しては，前記のように残留血液をロアタ氏

液で充分駆逐LTこ後，肝臓切片の一定量を採JJv:して，

その含有総脂E撒涯を以て潅流前の（直としたe また脂

肪乳剤力日ロック氏液海流後の臓穏総脂肪酸：世の定量に

当つては，実験後直ちにオ：iJ¥IJ'..iを行うじ血管内には

なお脂肪乳剤力日ロック氏液が停滞しF これがために大

なる誤差を生ずる恐れが多分にあるからこれを充分排

除する目的で，更にロック氏液ZOOccで届流した後r

肝臓切片の一定量を採取しその合有総脂肪酸量を以

ζ：ildildf.:色の値とした．
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獣

術 1 号

猫 2 号

体

重

2.3kg 

2.5kg 
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第1表別111肝臓潅流前後の臓務総脂肪酸日（街）

(0.3g/dl脂肪液滋流15分後）

月干 ｜ 臓
性｜京 I I 

主It i 前｜後 j 来l合 I66gr I 2.94勾／dl I 4.44勾／dl I 1日 lg/dl
♀ 67gr 3.24sg/<l1 4.s32g/<l1 I 1.584g/<l1 

第2表刷出肝臓濯流前後の漉流液鈍に臓器総脂肪酸設（街）
（脂肪液濃流30分後）
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君E

l叫 rにづき
I .990g/dl 

I .o6i耳／dl

；｜：トIi ？慈 流 液 臓 意E

三戸後 1~1 前｜後｜云亙圭一dlI O.llOg/dl I 0.184g/dl I 3.248g/dl I 5.倒 g/d:12.220g/dl I 1印刷1
o.305g/dl I o.01sg/dl I o.221g/<ll I 3.554g/dl I 5.326g/<ll i.112g/d1 2.268g/<ll 

第3表 別出肝臓潅流前後の臓若踏ま脂肪酸最（猶）
（ロック氏液潅流；30分後）

試｜体 i l 肝｜，臓器
｜｜性｜主 l

獣 ｜ 重 l_I~」~I 後 ！ 晃 _: lOOgrにヲき

猫 1 号 I 2.4kg I♀ I 75gr I 3.456g/<ll I 3.427g/<ll I一o.029g/dlI -o.022g/<ll 
街 2 号 I 2.4kg j♀ I 73gr I 2.955g/dl I 2.984g/<ll I +o.029g/dl I +o.021g/dl 

第2図 0.3g/dl脂肪乳剤加ロック氏波で潅流した際
の排出液，，』の線、脂肪議長の市長（猫）

〔戸）
0.30 
0.28 

0.26 
0.24 

0.22 
0.20 
・0.18 

0.16 
0.14 

0.12 

0.10 

縄0.08
月旨0.06
肋0.04司

堂。02
1 原則3 s 12 fa 24 %° 
漕防j世漕令合 会 ~ 雪
宮町：置繭Ji1!店店 信 厄 眉

ー笠ー→機液採取時間

以上のような潅流方法を行うと，少なくとも30分間

の濯流実験に際しては，肝臓の浮腫性腫脹等にもとず

く潅流速度の変化は全く認められず，よくその目的を

達し得た．

また木突験に於て，濯流液中に含有される脂肪球が

濯流途上で増大する危険がないかを，脂肪乳剤加ロッ

ク氏液濯流後の肝臓に就て組織学的に検討Lたが，這

も斯る危俣のないことが判明した．

実験成績設に考察：その結果は第2図に示すように

濯流液中の総脂肪駿長に較べると，排出液中のそれは

著朗に減少している．併し乍ら肝臓の臓器総脂肪酸は

第1,2表に示すように，脂肪乳剤加ロック氏液で濯流

した際、には，第3表に示された単なるロック氏液のみ

で濯流した際、に較べて明らかに増加L，而もこの際海

流液中の総脂肪酸量の減少量と肝臓の臓器総脂肪酸：匿

の増加量は，その絶体値を以て比較する時は略一致し

て居仇肝臓には脂質を摂取し3 これを固定する技能

の存在することがよく理解されるのである．併し乍ら

木突験法のみでは斯る肝臓に一旦固定された脂質が更

にその後如何様た変化を受；ナるか，即ち麻田のいう如

くリポイド体へと変化され得るものかどうかはいまだ

明確に知り得ないのである．
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る目的ぐ我々は更に排出液中及び臓器中の脂肪分解形

来日の消長，土測定i吟味した．

~験成績立立に考察：脂肪乳剤加ロアク氏液で劇出肝

臓を濯流した際には第3図に示すように対照の単なる

ロヅグ氏液のみで濯流した際よりも明らかに排出液中

の脂肪分解響素値は高値を示し，而も肝臓の臓器脂肪

分解君事素値も第4,5表に示「ように？第6表に示す対

照｛に較べて明らかにt曽加しプこ．

従って以上の実験成績からして脂肪乳剤加ロ＂／？氏

液で別出肝臓を滋流した｜燦に［主，元来肝臓自体に含有

されていた脂肪分解酵素が濯流液中に慢然と流出して

来るものではなくて，肝臓に於てその産生が促進され

ているものと考えざるをえない．

(3）別出肝臓海流時のリポイド化機能

近時脂質の酸化にも，又脂質の他組織への移行に際

しても，一般に脂質が利用ミれるためには必ず一旦リ

ポイドの段階を経ることが必要とされ， Fischler等は

放射」性燐を以てすらり、！＼if.代恒，U、ら，肝臓に於て血液中

心郎防賀；＇.：とられたれ血中に放出されたりすると共

に，燐脂質は肝臓で主として作られることを提唱する

に至ったL，又教室の月末田も前記のように組織学的に

第4表別！日肝臓潅流布j後の臓器脂肪分解酵素値

(0.3g/dl脂肪液濯流15分後）

2. 劉出肝臓濯流時の脂肪分解酵素｛直の消長

前記のように別出肝臓を脂肪乳斉｜］加ロック氏液で）i量

流すると，肝臓には著聞な脂質固定作用の存在する事

突を知ったが，然らば斯る際肝臓の明肪分解酵素値は

如何なる態度を示すものであろうシ．この点三吟味寸

第3図 i整流t!J:IJ:l液'i＇の脂肪分 W！酵素のiU長（鮎）
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州
出
合
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)I濯3b 12 
)fi{ )Iii令守 合

菰危危 危

一一一一揖様液板取自主悶

初〈口后

バ 体 肝 臓 若島

性 ー市

宅R 重 11t 前 後 増減 1ili

猫 号 2.3kg 会 66gr 11.80 11.93 +0.13 

J判：tr’l 2 号 2.5kg ♀ 67gr 11.23 11.50 +0.27 

第5表別tJI肝臓潅流前後の臓器脂肪分解酵素1rti:
(0.3g/dl脂肪液潅流15分後）

言え 体 日干 臓 ‘ 若E
性 ヴf

献 !T¥ '" l引j f乏 jH i成イ直
一一一一一

号ー 2.0kg ♀ 85gr 10.28 10.98 +0.70 

~la 2 与d'- 2.0kg 合 68gr I 1.53 12.38 +0.85 

第6表別fll肝臓i複流前後の臓恭脂肪分IWM;r;f1f[
（ロック氏波濯i虎30分後）

,j¥ 月干 臓 者E
・n ,n: 

獣 ,n 白，lj 後 持トIi成 1i!i: 

猫 1門7 2目4kg ！平 l7如｜ 11.56 9.68 -1.88 

描’ 2 －「一3・a一． 2.4kg ｜♀ 7忌gr 12.55 10.35 -2.20 
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第 7表易lj/Jl肝臓海流白；j後の潅流波＂＇のリポイド日 I:(j白）

(0.3g/dl脂肪液潅流30分後）

試

獄

f筒

1倍 2 

i武

獣

体

:m 

号・

5ヨL
./ 

2.0kg 

3.5kg 

i i！~ 

i平
l合
第8表

肝 ｜濯流波
:ilそ 一一
元t ' 前 ' 後 増減値

I 85gr 23mg/dl [ 22mg/dl i -1叫／dl

128gr I 23mg/dl 1 20mg/dl i叩 l

刻HI肝臓潅流前後の臓器リポイド泣 （J,市）
(0.3g/dl脂肪液准流30分後）

85gr I 2.918g/dl 

12sgr I 2.738g/dl 

体

ill 
k
h
 
a
1
 

肝
京
一
以

臓 若島

前 後 増減作［

+0.207g/dl 

+ 0.188g/dl 

!Iii 
術 2 

早

合

3.125g/dl 

Z.926g/dl 

号

号

2.0kg 

3.5kg 

第9表別lfl肝臓濯流前後の臓器リポイド五t（街）
（ロック氏液准流30分後）

試

獣

猫

猫

I 

2 

与主c; 

-"'-
" 

体

主

2.4kg I 

2.4 kg I 

第10表

~ ／~ ， 
♀ I 73gr I 2.625g/dl I 

♀ I 75gr I 2.1oog/dl I 

肝臓潅流前後の濯流波紋に臓器総脂肪酸故（猫）

（メチオユン， V.B12加脂肪液潅流30分後）

ιζ 必i

器

後 増減値

2.603g/dl ' -0.022g/dl 

2.708g/dl +0.008g／ぺl

試｜体

獣｜重

猫1号I2.7kg 
猫2号I3.lkg 

［｜肝
門主
！平I 1ogr 
｜合I13ogr 

i産流液｜臓 器

前 lt愛｜差｜前｜後｜差 110
I 0.294g/dl I o.o臼g/dlI o羽8g/dl, 3.582g/dl , 6.883g/ Olg/dl I 2.叩
o.312g/d1 o.o58g/<ll I o.254g/<ll I 3.t25g/<ll I 5.175g/<ll I 2.05og/d1 I 2.66sg/<ll 

第11表別出肝臓i雀流前後の臓器リポイド舟（街）
（メチオ＝ン. V.B12加 0.3g/dl脂肪波濯流30分後）

試 ｜体｜！肝｜臓器
I I 性 l 設｜

感 ｜ 主 ｜ ｜ 主主 i 

猫 1%一円五一「干｜一五；；－－1~両－－ 1~－－－－；g函1 －下~3g/dl
街 2 ~子 I 3.1 kg ｜合 I 13ogr ! 2.臼3g/<l1 I 2.938g/<ll I + o.3o5g/<l1 

第12愛 別Ill肝臓潅流前後のi穫流波＂＇のリポイド霊（術）
（メチオユ＝－＂• V.B12加0.3g/dl脂肪波濯流30分後）

号

号

試

獣

一

1

2

猫

猫

体

重

2.7kg 

3.1 kg 

生
肝
重
賞

濯 流 液

後 ！柑 1成値
23mg/dl I o 

2omg/<l1 I -3mg/<ll 

品百

70gr 

130gr 

23mg/dl 

23mg/dl 
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肝星細胞が注入脂質，t者｜リ！？亡摂I反し，それが含有中性

脂肪をリポイ vイじする titri~を有していることを明らか

にしている．従ってこれら諸報告じ前記の我々の実

証した肝臓は脂質を撰寂し3 これを固定する綴能を有

すると共に肝臓の脂肪分解王手素の産生をも促進すると

いう事実との聞には，何等かの関聯性があるものと考

え，易リ出肝臓溌流時の濯流液中立立に排出液中のリポイ

v含有量，更には叉臓器Pポイv査を測定した．

実験成績主立に考察 ：濯流液中立立に排出液中のPポイ

v含有査は第7表に示すように，両者の簡には殆んど

、差異を認めなかった．併し乍ら第8表に示すよ うに臓

罷リポイ γ量は滋流前に較べて，潅流後は1釜か乍らや

与増量する傾向を示したのである．これに対し対照と

して待ったロック氏液のみによる濯流実験では第9表

に示すように臓鰐Hポイv主主は潅流前後に於て殆ど差

違を認め得なかった．

従って以上の事実からすると，肝臓に固定された脂

質の極く一部は，既に30分を経ると多少ともリポイv
化され得ることが想像される．然し乍らイ中国の行った

易lj出肺臓の濯流突験成績にみられたような注入脂質の

リポイ 1·~化の傾向は30分間の経過以内では明かに認め

られなかったことは，肝臓に於て中性脂肪をリポイド

イじする作用は，肺臓に較べると透か：こ弱く，Rつ著し

く長時間を要するものであろうことを示すものであ

る．これはまずこ麻田の組織顕微化学的実験成績ともよ

く一致しているのである．

｛中国は更に別出肺臓を脂肪乳剤l加ロック氏液で潅流

する際，同時に濯流液中：こ抗脂肝性作用物質といわれ

るメチオーン誌にビタミン B12を添加すると， 更に

一段と肺胞喰細胞の中性脂肪をPポイド化する磁飽を

促進せしめ得るという事実を確認したが，我々も前記

脂肪手L剤カ日ロック氏液500ccに対し 1ーメチオ＝ン 70

mg，ピタ ミン B12lOyの割合に混合して，前記同様に

易日出肝臓潅流契験を行った． ところが第10表に示すよ

うに， メチオニン，ビタミン B12を併用しなかった際

に較べて，肝臓の脂質固定作用も幾分幸喜朗となり，そ

れに伴い叉臓器Pポイ γ笠も潅流後は前記薬剤を併用

しなかった際、に較べて第11表に示すようにや与著明に

増加した．併し乍ら潜洗液中主立に排出液中のリポイ 1・

量は第12表に示すように殆ど差違を認めえなかった．

以とのような喫験成績はまた古主流液中の総脂肪酸澄

を 0.4g/dlになる様に脂肪乳斉IJをロヲク氏渋マ：何iffltli

流した際にも同僚に認められた．

E家蒐に於ける実験成績

前記猫に於ける突験と全く同一条件のもとに家兎の

別出肝臓濯流実験を施行した．ところが家兎に於ても

第4図に示すように排出液中の給脂肪酸量は濯洗液中

第4図 0.3g/dl脂肪乳剤加ロック氏液で潅流した際

の俳/fli夜’l’の粉、脂肪酸ままの消長（家兎）
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びは脂肪乳斉IJと1して肝油乳剤を廃して専ら胡麻油手L剤l

を使用した．その理由は，開放式濯流実験にJI：いては

仲田の肺臓濯流突験と対比する関係上敢て肝油乳剤を

使用したのであるが，教室その後の研究により，脂肪

乳斉IJとして茨素原子数JO以下の脂肪酸を含有す石もの

は流血中で、溶血現象を招来し，これ，t，各種副作用の原

因ともなり得ることが判明したので，肝1由乳剤の使用

を避けて低級脂肪酸を含有しない胡麻油乳剤を使用す

るに至ったのである．従って木突験に於いてもこの胡

麻I由乳剤を使用した．而して前記リング1レ加脱線維血

液 150ccに対し， 30%胡麻油乳斉lhι2～3ccの割合で

精確に添加し，これを以って別出肝臓を約2時間に豆

り濯流したが，その間浮腫等に基く濯流速度の減退は

毒も認められずp またこのたびの実験に使用した濯流

i夜中には脱線維血液を含有する関係L 易リ出肝臓濯流

前後の潅流液の色調の変化を観て，易U出肝臓の酸化機

能がよく保持されているかどうかなある程度迄推察す

ることが出来た．市して斯る濯流法を以てする時は劉

出肝臓といえども少なくとも約2時間程度は充分その

生理的酸化機能を保持し得ることが判明した．

I実験成績担に考察

I. 劉出肝臓濯流時の脂質固定作用

脂肪乳剤加脱線維血液で劉出肝臓を濯流する時は，

第6図に示すように濯流液中の総脂肪酸量は湾流開始

前の値に較べて，濯流開始後は著明に減少し， 30分後
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第6図

め解酵素値もまたij'i.なるロ γク氏液のみで湛流LたおI
照に較べて第5図に示すようにやL憎量した．

而七 l政官ill脂肪分1'!jl~野菜値は脂肪乳剤力日ロック ~＼： 1夜以

流時と対照との聞には殆ど差進を認め作／，また排出

液中よ立に臓穏リポイド:lrtに於ても脂肪乳剤力日ロック1氏
液濯流時と対照との聞に何等の差違を認めなかった．

従って前氾瀦流液中の総脂肪酸並の減少量及び排出液

中の脂肪分wn事素似の増加程度を，猫の別出肝臓地流
時のそれと比較すると，家兎の方カ：~1'1'1；二較べて肝臓に

於てもまた仲田の肺臓に於ける所見と同織に，その脂

質処理能力は活かに弱いことが惟察されるのである．

E小指

以J二の我々の開放式別出肝臓濯流実験成績と 3 さき

に教室月末田の行った組織顕微化学的実験成績とを照合

すると，次のような事実そ生化学的にも立証し得たも

のと考えてよい.EIDち

(i) 別出肝臓を脂肪乳剤加ロ Yク氏i伎で揺流する

と，肝必細胞により注入脂肪球は著明に！WLl，固定さ

れる

(ii) この肝臓の脂質国J主作用は抗脂肝性作用物質

であるメチオユンp ビタミン B12の併用によって，一

層促進されるようである．

(iii) 脂肪乳剤加ロック氏液の濯流によれ肝臓の

脂肪分解酵素の産生は促進される．

(iv) 肝星細胞に摂取された中性脂肪は，前記脂肪

分解酵素の作用下に漸次リポイv化されるようには思
われるが本実験のみではなお決定し得ない．

(v) 以上の諸変化は草食動物である家兎よりも，

肉食w1J物である猫に於いて著明である．

(vi) 仲田の行った別出肺臓濯流突験成績と比阪刈

照すると，月1li臓の方が肝臓に較べて惑かに脂質の 1次

的処理能力が旺盛のようである．

併し乍ら肝臓に疫反固定された脂質が，その後如何

械な変化を受け，叉如何様な過程を経て利用されて行

くかに就いては，以上のような短時間の濯流法を以て

しては明にしえないので，ここに長時間に宣り濯流し

得る閉鎖式別出肝臓濯流突験によって，この聞の消息

を吟味せざるをえない．

閉鎖式剥出肝臓濯流実験結果

開放式海流突験によって明らかにしえた肝臓の脂質

処理能力のh庄盛な~u1の劉出肝臓を大橋の閉鎖式濯流装

置に装粛し，脂肪劃斉IJ加脱線維血液で泌流し，これに

より肝臓の脂質処理能力を更に再検討したがョこのた
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別問肝臓濯iilcil日後のi穫ik液鎚に臓~11:総脂肪駿掻（街）
a産流液舟！30cc，脂肪乳剤3cc1m血液潅流120分後）

E試 ;f.: 

君E肝
京
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92gr 

J06gr 

第13表
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易IJU:I肝臓潅流前後の海流波立立に臓君lf;f;%脂肪酸示（街）
（滋流液f立130cc，血液潅流120分後）

い荏流 泌｜臓
「了後［発円「｜後
I 0.1川0.09匂／dli 0叩 l

o.12Bg/<l1 o.io2g/<l1 J-o.026g/d1 I 3.423g/<ll.I 3お 4g/dl j-0.059g/ d l 

第14表

若島

手早
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川

84gr 

115gr 
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3.J kg 
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維血液濯流時のみならず対照に於いても亦濯流実験開

始後その初期に於いて何れも一時的に、濯流液中の1蹴

分解酵素値が低下した．これは本実験iこ先立ち，藩疏

装置内をPングル氏液で予め充分洗絡し，然る後可及

的この洗雄主液を排除した上で，脂肪乳剤l加脱線維血液

を注入して木実験を施行したのではあるが，この際本

装置の機構上前記洗糠液を完全に排除し得ない憾みが

あり，多少共育［］記洗燃液が装置内になお残留して居る

ために，海洗；液が稀釈されi 一時的に濯流液中のn~，動
分解酵素値が低下したものと思われる．

而も他方に於いて，肝臓の臓器脂肪分解酵素（邸主

濯流開始15分後には濯流自ljの値をと廻るが，その後I!

には対照として行なった単なるリング1レカ日脱色鯨を血液

を以て溌流した際のそれと盟各々同一値を示すに至っ

た．こちは麻田，財津のいう生体静脈内へ注入された

脂質は約3（｝分で殆んど血中から消失するという事実と

もよく一致した．而もこの際第14表に示された対照に

較べて，第13表に示すように肝臓の臓器総開肪酸量も

濯流前に阪べると，濯流後は著明に増加した．併し乍

らこの臓穏総脂肪酸の増加量と濯流液中の総脂肪酸の

減少量とを，その絶体値に換算して比較すると，何？に

前者が後者よりも小なる値を示したのでわる．この事

実は前記肝臓に於いて痕取，固定された脂質、つ一部が

後述の 9,>T-イド体を経てw..：三何等，hの物質迄置菱化分解
されていることを物語るものであるが，この物質が如

何なる段階の分解産物であるカ：工寸とi~ ！V!i r· ~債のみから

しては決定できないのである．

2. 別出肝臓潅流時の脂肪分解酵素値の消長

以上の事実ii• ら別出肝臓といえどもこれを脂肪乳剤

加脱線維血液で潅流することにより，肺臓問機（二箸明

な脂質固定機能を有する事実を生化学的に立証し得た

わけであるが，この際果して肝臓の脂肪分解酵素の庭

生も亦肺放同織に増進するものであろう，h そこでこ

の点主l印月：する目的で，まず脂肪乳剤加脱線維血液瀧

流時の濯流液中の脂肪分解酵素値の消長と単なるりン

グル加！脱線維血液濯所持のそれとを比較検討した場と

ころ泊第7図に示すようにp 前者に於いて活かに高い

値を示しp 濯流液中の脂肪分解酵素値の著明に摺高す

る事実を知ったのであャ．

なおこの際，第7図に示すようにJ 脂肪手L剤加脱線
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献

猶

猶 2 
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体

重

別出肝臓溜流前後の臓器脂肪分解酵素値（街）

（脂肪乳剤Zee加血液濯流15分後）
．畠

87gr I , 11.72 

85gr I 10.11 

第15表

ι↑h
 

Era－
 

♀ 

平

189 

肝
主
主I

日焼 若島

増減値首百 f麦

12.71 

11.02 

+0.99 

+0.91 

第16表別U:I肝臓J産流前後の臓器脂肪分解酵素値（偽）
（脂肪乳剤Zee加血液濯流30分後）

体

重

2.8kg 

3.6kg 

号

号

試
獄
一

1

2

猫

猫

肝｜臓
重 ｜一一一一← i I 

茸 ｜ 前 i 後 ｜榊減値

♀ I 102gr I 11.34 I 9.52 I -i.s2 
合 I 141gr I 1 i.11 I 9.40 I -2.31 

法占f
 
合

合

性

肝
議
長

98gr 

125gr 

肝
4

民
放

者E

第17表別出肝臓潅流前後の臓器脂肪J分解酵素依（！品）

ω旨肪宇L売IJ2ee加l血液濯流60分後）

3.3kg 

3.5kg 

ιι ，a，， 

133gr 

139gr 

臓

商j 後

器

増減値

号

号

試
獣
一

1

2

猫

描

体

重

3.4kg 

3.5kg 

10.43 

11.50 

6.63 

6.98 

-3.80 

-4.52 

第18表別出肝臓潅流前後の臓器脂肪分解酵素値（f前）
（脂肪乳升IJ2ee加血液濯流120分後）

体

重

臓 器

持f ？；成値前 後

号

号

試
獣
一

1

2

猫

街

-4.09 

-4.87 

11.87 

11.43 

7.79 

6.56 

第19表別出肝臓i荏流前後の臓器脂肪分解酵素値（猫）
（血液濯流15分後）

体

重

1 号

2 号

2.4kg 

3.lkg 

』性
肝
重
放

84gr 

lOlgr 

漸次低ドしたので、ある（第15,16, 17, 18表参if~）.併

し乍らーこれを単なるリンゲ、yレ加脱線維血液で濯流した

際の対照成績（第19,20, 21, 22表参照）に較べると，

潅流開始後少なくとも 1時聞に豆h その臓器脂肪分

解酵素値も亦建川二高い値を示Lf二・

t'tって以上の諸実験成績から，易り出肝臓も亦刑i臓と

臓

古：I 後

器

増減値

,I 猫

4猫

試

獣

11.05 

10.61 

9.83 

9.26 

-1.22 

-1.35 

同様に脂肪乳斉I]加脱線維血液の濯流によって，少なく

とも濯流開始後1時間に亘りその脂肪分解酵素の産生

が繕進するものと思考されp 決Lて元来肝臓に存在し

た脂肪分解弾素が濯流液中に流出して来た結札、佐流

液中の脂肪分解撃素値が上昇したものとは考え難いの

であ，一
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第20表 別出肝臓j産流前後の臓器胎IJJJ分解酵素値（猶）
（血液j荏流30分後）

体

重
性

試

獣

肝
主
主

1指
猫

,, 
ロ
♀ 

早
h
d

号つ白

2.7kg 

2.9kg 

90gr 

92gr ：｜；：：；［：：；； 
第21表剃Ill肝臓濯流前後の臓器脂肪分M酵素値（術）

（血液潅流60分後）

i試

験
トヒ
恥
L

体

•f\ 

汗
日
川
市

J
I－
－
 

猫 1 号

猫 2 号

合

合

2.3kg 

2.7kg 

84gr 

94gr 

U銭

的 f炎

12.60 

12.21 

8.55 

7.45 

主主22表 別出肝臓濯流前後の臓恭脂肪分解酵素値（術）

（血液濯流120分後）

，式

獣

’いい」中i

体
市
一

月下
市

f荷 ~~－ －－，＝－－「土：｜引
け

ui
 

2 

号

-'i:・ 
" 

3. 別出肝臓11!流時のリポイvイ［＇.，機能

前記のように，開放式易IJ出肝臓濯流突験法によって

さえ，日干臓で固定された脂質の一部は既に溢流開始後

第8図脂肪宇L剤3cc加血液で潅流した際の
i雀i市波t)lのリポイド:Ill：のil'I長（術）

切ら

臓 若島

同1j 後 J位 i成値

11.38 

11.80 

6.73 

7.37 

-4.65 

-4.43 

30分でリポイド化される可能性のあることを知ったの

であるが，更にこの点を明かにすると共に，斯くして

リポイ Vfヒ.＇：＇.、れt~n日質口県して肝臓突質細胞内へも入

り得て，更に酸化分解され得るや否やも併せて吟味し

Tこ．

この際脂肪乳斉I]加脱線維血液で創出肝臓を潅流する

第9図脱線維血液で濯流した際のi塞流液中
のリポイド抵の市長（猫）

ぐ~
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第23表 射出肝臓海流前後の臓器リポイド量（猫）

（脂肪字L祷IJ3cc加血液潅流120分後）

i誠 体 肝 臓 君E
性 議

獣 重 主江 前 後 増減値

猫 号 2.9kg 平 92gr 2.625g/dl 2.850g/dl +0.225g/dl 

猫 2 号 3.3kg 合 133gr 2.663g/dl 2.993g/<ll +0.330g/dl 

猫 3 号 3.9kg 合 164gr 2.775g/dl 3.038g/dl +0.263g/dl 

第24哀別出肝臓i謹流前後の臓器リポイト話 (1簡）
（脱線維血液漉流120分後）

I式

獣

体

重

I : I ,:: I 猫

猫

号

号2 

2.1 kg 

3.1 kg 

，に当つては，本実験施行に先立って溢流装置を洗糠す

る目的で使用したリング1レ氏液がなお残留するために

！それによって濯流液が稀釈され，それに伴って，濯流

液中の脂肪分解禁素値の消長でみられたと同じ様に，

第8図に示すように溢流液中のリポイド主主も一時的に

低下した．併し乍ら濯流をなお持続すると再び場強し

2時間後には濯流前の値をやや上廻る値を示すに至っ

たが，単なるワンゲlレカ日脱線維血液で濯流した対照突

第IO図脂肪乳剤3cc}JD血液で潅流した際の潅流
液中の線、ケト γ体最のj行長（街）

（敬三在端野の実験による）

ぐ要a

j穂5
〆！4 
12 

印
全
伺
聞略取

初

Z
一
向

日
令
白
倉

咽
庫
漉
什

溜
瀧
前
一

加〈
n危

加
令
危

臓 株

前 I 後 I jけ i成値

2.925g/dt I 2.685g/<ll I 一0.240g/dl
2.775g/dl I 2.550官／di I ー0.225g/dl

験に於いては第9図に示すように斯る傾向は認められ

なかったのである．而もこの際臓器リポイド是に於い

ても亦脂肪乳剤加脱線維耐液濯流時には第23表に示す

ように潅流前の値に較べて，濯流後のそれは閉らかに

増量して居仇対照実験に於いては第24表に示すよう

に潅流後は原ろ臓器リポイド量は減少したのでーある．

この事実は，肝臓に固定された脂質が漸次リポイγ

化したことを物語るものであって，而も本実験に使用

した脂肪乳剤の脂質成分の主体は中性脂肪である点か

ら，ここに生じたリポイドも亦中性脂肪から変化した

ものと見倣して然るべきであろう．而して麻田のいう

ように，肝昼細胞に痕取された中性脂肪がそれら細胞

内でリポイドイむし，一部は潅流液中に再び放出されて

，一時的に低下した濯流液中のリポイド量の正常復帰

第11図脱線維血液で潅流した際の滋流液•！•
の総ケトン体ままのH'i長（猫）
（敬室端野の実験による）
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をもたらすと共に，又斯る実験時には同時に著明に滋

流液中のケトン体が摺加するという教室端野の実験成

績主併せ入ると（第10,11図参~D，大部分のリポイ 1・

は脂質の酸化燃焼に関与する肝臓笑質細胞内へ入り得

たという事実合生化学的に，而も端的に立証し得たも

のと考えてよい．

斯くて初めて，前記別出肝臓濯流時には濯流液中総

脂肪酸の減少量の絶体値が，臓穏総脂肪酸の溜加量の

それを常に上廻るという事実もよく理解され得るので

あい

4. メチオ＝ン，ビタミン B12の併用効果

Alanが抗脂肝性作用物質の意義を提唱して以7に

レチテイン，＝リン，カゼイン等の抗脂肝性作ff]物'rt

が相次いで発見され， Eckstein,Tuckerはカゼインの

もつ抗脂肝性作用はメチオ＝ンにもとずくことを明ら

かにした．ますこ他方 Burns,"¥lcKibbin等はビタミン

B12にも同様抗日旨肝性作用のあることを立証するに至

ったが，教室の麻田も亦組織顕微化学的にメチオユン

は肺胞喰細胞，肝皐細胞，牌臓の網内系細胞群の脂質処

理能力を極めて促進し，それ等細胞内で中性脂肪をリ

ポイド化する滋飽を著しく促進せしめる事実を明らか

にし，更にイ中国は易lj出肺臓濯涜実験からメチオユンl.t.

月市胞喰細胞の中性脂肪を摂取し，これをリポイ 1化・t

る機能を極めて促進せしめる事尖全生化学的に立証ーす

ると共に， Tukes,Weiss等の唱えるように更にメチ

オニンとビタミン B12主併用j-る時は，fiiにメチオュ

ジのみを使用した際よりも主主かにこの機能を促進せし

め得ることを明らかにLfニ．

そこで月｜臓に於いても亦生化学的にj折る作用を認め

得るかどうかを前記別出肝臓滋流笑験浅により吟味し

たのであ＜：...

~nちリングJレ加脱線維I血液 150cc に対し30%脂肪乳

剤 3ccを添加した上，更に1－メチオニン 14mg，ピ タ

ミy B12 2yを添加し， これを以て別出肝臓濯流実験

を施行LTニ．而して対照と しては単なるPングル加脱

線維血液 150ccに対し，夫々同量のメチ寸エン，ピタ

ミン Brnを添加したものを以でした．

その結果第12図に示すように，第13図に示した対照

に較べて明らかに舵流成中のりポイ Fi量は僧加し，同

時i二臓提リポイv量も第25表に示すよ うに，第26表に

示された対照に阪ベて明らかに増加した．市もこのた

びは濯流液中立立に臓器中のリ ポイ F員ω曽加の程度は
前山J単なる脂肪乳All加。』ttifilit'ffi血液でd主流LTニ場合Jり

第12.2ヨメチオユン， VB12併用脂肪乳剤3cc加
血液で潅流した際のi産流液中のリボイ V
震のil'I長（術）

守物）
140 
120 

100 

レ 80
チ 60
す40
ン
値 20

~I 5130 60 120 
j玩 ；貢ヲT 分 ヲT

」・晶」画 危ー 后 危

椋液採取時間

第13図 メチオニ：－－， VB12併用脱線維胤液でiii
流した際のi穫流液中のリポイ ド＞itのii＇：・長
（術）
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流 流ヲJ fl 
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一一一→様液摂取暗閉

印
南
川
后

も主主かに顕著に認められた．而も一方で行われた錨野

の実験によれば，濯涜液中のケトン休の溜加程度も亦

単なる脂肪乳剤l加llitM.t*lr血液で濯流した際に較べて掻

かに著明であったのである．

従って以七の事実力、ら，肝臓に於いても亦メチオニ

ン／企びビタ ミン B12は肝星細胞の中性脂肪をそれら細

胞内でリ ポイド化すら彼仰を著しく促進せしめその

結果ひいては肝臓災質fl!!胞l二於けるこれがケトン体へ

の酸化分解をも順調に運営し得るに至らし めるもの

とf与えとfるを得なし．而してリポイ ド11＝として肩U
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第25愛別出肝臓i雀流前後の臓器リポイド並 (l白）
（メチオユン， VB12併用脂肪字L剤3cc加血液j謹流120分後）

,J¥ 体 肝 臓 器、

駄ー
性 }f~ 

重 茸t 首l 後 増減値
．】 ι，

猫 号 . 3:-l kg 合 96gr 2.850g/dl 3.225g/dl +0.375g/dl 

猫..z 号 3.5kg 合 97gr 2.700g/dl 3.120g/dl +0.420g/dl 

猫 3 号 3.7kg 合 142gr 2.363g/<ll 2.774g/dl + 0.411耳／di

第26表 別出肝臓潅流官官後の臓器リポイド泣（猫）

（メチオユ Y, VB12併用脱線維血液i奮流120分後）

性
君Eょ｜体

獣 i •Tt 

猫 1 号 I 3.4kg 
猫 2 号 I 3.6kg 

肝
Am一泣

lZOgr 

138gr 

濯流液中に放出された一部脂質は，生体であれば塚田，

長等のいう如く Lipoproteinのi曽加としてこれを認め

得るに至るのであろう．

5. リポプラピン併用実験

従来から Flavoprotein酵素はアミノ酸，糖の酸化の

みならず脂肪酸の酸化にも必要欠くべからざるもの

と考えられており，市もピタミンB2欠乏時に，生体内

諸組織の Flavoproteinの酵素作用の低下するという

事実更にはまた脂質投与時にみられるピタミンBzの消

費量のI曽太するという事実からも，脂肪酸の酸化過程
に於いてリポプラピンの必要性が予想されているので

ある．事実教室の塚田はさきに蛋白代謝の面から，，脂

臓

前 ｜ 後 ！持？減依

2.813g/dl I Z.535g/dl I ー0.278g/dl
2.1oog/dl I 2.460g/dl I -0.240g/dl 

肪乳剤lの静脈内注入に当つては，リポプラピンの併用

が必要欠くべからざる条f十一コJることを立証し7二・併

し乍らこれが作用煮が脂質代謝の如何なる段階にある

かは未だ決定され得たわけでない．そこでこの点を別

出肝臓濯流実験により生化学的に吟味する目的でJ 前

記リング1レ加脱線維血液150ccに対い脂肪手L剤を3cc

の割合で添加したものに， J夙にピタミン Bz燐酸エス

テル 5m.gを添加し，これを以て別出肝臓潅流実験を

施行した．

その結果潅流液中リポイド量の消長のみならず，臓

器リポイド量の変化の程度も全く前記脂肪乳斉IJ加脱線

維血液による潅流時と全く差異を認めなかった（第11,

第27表剃出肝臓潅流前後の臓器Fポイド盆（出）

(VB2併用脂肪乳剤3cc加血液濯流120分後）

試 体 肝 臓 者E
性 箆

獄 重 ま孟 首I 後 増減値

fll1 1 号 2.8kg ♀ 116gr 2.250g/dl 2.525g/dl + 0.275g/dl 

現包 2 号 3.3kg 合 121gr 2.523g/dl 2.761g/dl + 0.238g/dl 

i前 3 号 3.8kg 合 151gr 2.400g/dl 2.719g/dl + 0.3!9g/dl 

第28表 別出肝臓i整流布j後の臓君EPポイド註（ II)
(VB2 併用脱線維血液濯流120分後）

ト

ι
品

1

試

験

体

重

肝
市
一
茸

臓

1¥i 後

若E

1け？成 fl~：

チCTI

1品

2.6kg 

3.4 kg 

♀ I 64gr ' z.szsg/<ll 

合 I 13sgr I 2.sssg/d1 
一0.218g/dl

－りZlOg/dl 2 

2 .. 3l0g/dl 

2.378g/dl 
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第14.図 VB2併用脂肪乳剤3cc加J血液で滋流し？と
際の濯告ft液1(1のリポイドf設のiiH主（猫）
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第15図 VB2併用II佐線維血液で溌流した際

の海流液’（Jのリポイド示のWf長（猫）

ω，0
0
0
0
0
 

税
／

0
8
6
4
2

f
l
レ
チ
テ
ィ
ン
値
↑

l
l
漕漕＇30 60 
7寵減分分
前后后

一二一→桟液採取暗閉

四
重
加

15図，第27，第28表参照）又一方に於いて行われた端

野の濯流波中に於けるケトン体量の測定fiX,績でも有為

の差異を認め得なかった．而してさきに教室西野の行

った経静脈股脂肪愉入時の組織呼吸測定成績と併せ考

えると，リポプラピンの脂質代謝に対する主たる作用

点は取ろケトン体以後の酸化過程にあるものと思考さ

オ℃るのである．

E小括

大橋の閉鎖式別出肝臓潜流装置を応用して， Miの別

出肝臓を川麻J由乳剤加脱臨縫血液で瀦流することによ
り次ι，械な事実を認識しえた．

(i) 刷出肝臓といえども濯流液中の脂質を著明に

接取，固定し，このことが同時に脂肪分解酵素の産生

を促す．

(ii) 斯くして肝臓に摸寂された中性脂肪は脂肪分

解酵素の作用下に漸次リポイドへと変化し，一部は再

び濯流液中に放出されて，これが補充をなし，大部分

のものは結局肝臓実質細胞内へ入札ケトン体の段階

迄酸化分解されるものと思考される．

(iii) メチオ＝ン誌にビタミン B12は肝星細胞の脂

質撰取作用を著しく充進させると同時に，それ等細包

内に於いて中性脂肪をリポイ 1・へと変化せしめる機能

を増進させる．

(iv) リポプ ラピンの脂質代謝に対する主たる作用

点はケトン体より以後の段階にあるものと思われる．

総 括

現在脂質の消化吸収機序としては冒頭にも記したよ

うに Partitiontheoryが一般に信ぜられているが，も

しかかる学説が真実であるならば，当然我々の様に中

性脂肪を手L化状態で直後静脈内へ注入しようとする試

みも亦生理的に近レ栄首補給渋といい得るであろう．

従ってまた我々のこ与に研究対象としてとりあげた脂

肪筑剤による別出肝臓濯続時の代謝過程も亦生理的代

謝過程と見倣して然るべきfものと考える．市して我々

の研究によれば肝星細胞は肝臓内に統入した際貿，そ

れも主として中性脂肪を著明に摂取，固定し，脂肪分

解酵素の作用下に漸次それら細胞内で中性脂肪をHポ

イv化し，こ与に産生せられたリポイ γの極くー部分

は再び血中にも放出されるのであるが，大部分のもの

は肝臓実質細胞内へ入り結局ケトン体の段階迄分解さ

れることを生化学的に而も端的に立証し得たものとい

えよう．

叉この成績を仲田の行った劉出肺臓濯流実験時のそ

れと比較する時は，肺臓の脂質処理能力の方が肝臓の

それに核べ渇かに強力であり，従って麻田もいうよう

に脂質を静脈内へ注入する時は，まず脂質処理能力の

旺盛な蹄胞喰細胞が能う限り大量の脇質を穣奴，固定

し，その強大な処理能力を以てこれを消イむして，脂

質のみならずあらゆる物質代謝の面で霊要な働きをし

なければならない肝臓の負担を多少とも怪滅するよう

にしているものと恩われる．併し乍らこの肺臓の1胡

処理能力にも一定の限度があるから，もしー度に大量

の脂質が流入する時は，肝臓も亦古fj記の如くこれが1
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次的処理に関与するものであろう．併し乍ら肝臓の脂

質代謝の商に於ける最も重要な働きは，肝臓実質細胞

内に入り得たリポイド体含有脂肪酸のケトン体への酸

化分解という 2次的処理過程であって，我 の々斯る実

験法を以てしてもよく我々の脂肪乳剤がやはりケト

ン体の段階迄酸化分解され得ることを知ったのであ

る．而して端野によれば生体静脈内へ本脂肪手L剤を注

入した際には血中ケトン体の増量程度は遥かに僅微で

あって，我々の実験に於いてみたように海流液中にケ

トン体が箸しく猶量ずる事実は認められなかったので

ある．従ってこの点からも肝臓はケトン体生成の主要

臓露であると共に，斯くして生じたケト ン体はその後

主として血統を介して他の肝外組織に移行するもので

あるという事実合もよく立証し得たものであろう．

結 論

我々が行った教室創製の脂肪乳剤jによる開放式設に

閉鎖式別出肝臓潅流実験から次の結論に到達した，即

ち

1. 滋流液中に添加された脂質は，肝皐細胞に痕取

されr それら細胞内で脂肪分解酵素の作用下にリポイ

ド体に変じ3 その一部は再ひ‘謹流液中に放出されるが

大部分のものは肝臓実質細胞内へ入り結局ケトン体

の段暗迄酸化分解される．而して生体静脈内へ注入さ

れた脂肪乳剤も漸次肝臓に於いて同様の 1次的処理過

符を経てりボイド化し，別に肺胞喰細胞，牌臓の網内

系細胞群によってリポイ 1-'化した注入脂質と共にその

大部分は肝臓実質細胞内に入札結局ケトン体の段階

迄酸化分解され，再び血中に放出されるものと思われ

る．

2. メチオ＝ン及びピタミン B12はこの肝昼細胞が

脂質を銭取して，それをリポイ 1-'イじする後能を著しく

促進し，ひいてはケトン体への酸化分解を円滑且つ迅

速ならしめる．而してこれ等抗脂肝性作用物質の作用

点は脂質代謝の前段階にある．

3. リポプラピンは脂質代謝の後段階に於いて特に

必要欠くべからざるものと恩われる．

4. 仲田の劉出肺臓濯税実験と比較することにより

生化学的にも肝臓は肺臓よりも，脂質の1次的処理能

力は遥かに弱いことを立証し得た．

5. この生化学的所見はさきに行った麻田の組織顕

徴化学的所見とあらゆる点に於いてよく一致した．

本研究は女部省科学試験研究費の援助を受けた．記

して謝意を表する．また終始御教示を得Tこ教室日笠頼

則講師に感謝の窓を俸げる．
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